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技術的負債（TD: Technical Debt)
技術的負債
Øソフトウェア開発において，短期的な利益を⽬的に最適とは⾔えない

ソースコードの設計や実装を⾏うことで追加されるコストを表すメタファ
Øプロジェクトの納期や⼈員や，開発コストによる制約などが要因となり導⼊される

問題
技術的負債が，導⼊されることでプログラムの品質の低下などの保守コストが増加

Øそのため，技術的負債を適切に管理，早期に修正を⾏うことが重要



背景
先⾏研究
Ø研究者が考えるTDと開発者が考えるTDには違いがある
→研究者の開発したツールは，コストなどを考慮していないため

開発者にあまり使⽤されていない
→開発されたツールは実⽤的ではない

開発者が考えるTDとは？
Self-Admitted Technical Debt （S A T D）
開発者によって意図的に導⼊される技術的負債



SATD-Issue

SATD-Issue
課題票（Issue)を⽤いて管理されるSATD
→SATDの研究は進んでいるが，SATD-Issueの報告の実態は明らかにされていない

先⾏研究
開発経験が豊富な開発者ほどS A T Dを報告しやすい傾向
→開発経験が乏しい開発者が報告を⾏わないということではない
→また，開発経験を積むことでよりSATDが報告されるように
uSATDの認識が開発経験を積むことでより広くなっている可能性

Ø開発者経験の差によって報告されるSATDの内容が異なるのでは？



研究⽬的
u報告者の開発経験によってSATDの内容に違いが⽣じるのかを

明らかに

Ø開発経験の乏しい開発者が報告できないSATDを
開発経験の豊かな開発者が報告しているのでは？

→開発経験の豊かな開発者が経験を積むことによって報告できる
ようになるSATDの内容がわかる



アプローチ
過去の開発者が⾏ったIssue報告とPull requests数を開発経験と
して使⽤

上位，下位２５％のSATDにラベル付，内容調査を⾏う．




